
カンダハール」の

モフセン・マフマルバフ監督畢新作

アフガン。アルファベット
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子ともたちの目の輝きとけなけな心が、感動を呼ぶ秀作！！
● rカンダハーJりのマフマルパフ監督が
再びアフガン国境の難民キャンプを訪れた

タリパン政権下のアフガニスタンに生きる人々を描き、9 ・ 11の米 l叶岡時多発テロ

以来、一趾世界的な注「1を浴ぴた映画「カンダハールJ。

2001年 10月、米 111の爆撃がエスカレートする中、マフマルバフは「カンダハール」

のロケ地であるアフガン国悦の町ザーヘダーンの難民キャンプを再び訪れた。ア

フガニスタンの木米を汲い、「教脊」こそがこのr£lの木米を切り 1}りくものとの確伍

から、イラン国内のアフガン難民のfどもたちへの教行の必災性をハタミ・イラン

大統領に説いたマフマルバフは、イラン国内の難民キャンプのf•どもたちの教行

実態をカメラに収めることにしたのだ。キャンプの粗木な教室で、 IIを輝かせて学

ぶ子どもたちと、 Iii]じ難民でも身分証のないfどもたちは教行を受けることがで

きないという現実。そして、ある女子教室では決してプルカを脱がない生徒に111

会うのだった。彼女は、他人に索頻を見せることは罪だと頑なに拒むが、カメラは

彼女にそうさせる本Jiの理由に迫っていく…。

「カンダハール」の成功から一転、マフマルバフがACEM （アフガンfども教脊述

動）というNGOを上催し、アフガニスタン国内にまで教行巡動の輪を広げていく

契機となった迫真のドキュメンタリーである。

わずか46分のドキュメンタリーという形式をとりながらも、マフマルパフの他の劇

映両同様、抜群に見ltな話法で構成され、彼の蚊も情感溢れる作品となった。そ

れにしても登場すなfともたちの澄んだElの何と災しいことか！！

●マフマルパフ監督の言葉
アフガニスタンではタリバンは一つの政治政権だ

ったのではなく、依然として一つの文化なのです。

爆撃によって政治政権を壊滅させることはできて

も、文化を変えることはできません。ロケット弾によ

ってプルカの中に 1月じ込められた女性を解放す

ることはできないのです。アフガニスタンの少女た

ちには教脊が必要です。彼女はn分が何も知ら

ないことを知りません。彼女はl1•l じ込められてい

ますが、自分が打困、無知、偏見、男性優越主義

そして迷信の囚人であることを知りません。タリ

パン以前でさえも、アフガニスタンでは女性の95%、

男性の80％が学校に通う機会がなかったのです。

この映両はアフガニスタンの文化の問題を解くこ

とのできる失われた鍵を探しています。

監督·調本・撮影：モフセン・マフマルパフ

紐音：モジタパ・ミルタフマスプ／畜楽：モハマト9・レザ・ダルピシ

監督肋手：サミラ・マフマルパフ．ハナ・マフマルハフ／製作：マフマルパフ・フィルムハウス

2002年／イラン／カラー／モノラル／スタンダート／46分／35mm （デジタル・ピデオ撮影）

日本II字幕：石田婁子、字嘉監鑽ショーレ・ゴルパリアン／宣伝：ムヴィオラ．宣伝協力：チャンネルアジア

日本1目＆英籍字幕付き／配給：オフィスサンマルサン区五l

10月19日（土）よりモーニングショー！！【1 1/ 1 （金）迄】
運日 輯 1 0: 1 5より 1 回上映（艘 11: 0 5) 

当日料金 一般・大学生・高校生 1 2 0 0 円
シニア (60歳以上）・中学生・小人 1 0 0 0 円
（前売券の販売はありません）

＊入場料金の 1 0％はACEMアフガン子ども教育蓮動に寄付されます。
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